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I　は　じ　め　に

　本小論は，先の「家族生活」小単元①「人問杜会と家

族」の内容構成についての続編である。前編では紙数の

関係で，前半3時間分の授業案と資料しか掲載すること

ができなかった。したがってここではまず，後半3時間

の学習内容の構成について概略を説萌した後，具体的な

授業展開過程と学習後の生徒の認識の変化や感想につい

て検討を行なうことにしたい。後半の3時間は，前半に

おける人間の杜会的本性についての学習をふまえて，家

族はわれわれのどのような欲求をどのような形で満たし

てくれているのかつまりわれわれにとって家族とはどの

ような意味で基礎的な杜会集団であるのかという家族の

本質にせまっていこうとする。

　まず第1時間目では，ヨーロッパやアメリカの家庭の

しつけの具体例として，子どもたちは小さいときから自

分の家の経済について詳しく教えられ，自分のこづかい

が家族の全収入の中でどれくらいの割合をしめている

か，もしそれをふやすと他の出費にどのような影響をお

よぼすかといったことを実に詳しく説明することができ

ること，また工場の技師の家庭でも郵便配達員の家庭で

も父親は，白分の働いている姿を積極的に子どもに見

せ，白分の仕事がいかに世の中の役に立つすはらしい仕

事であるかを自信と情熱をもって子どもたちに話して聞

かせるといったエピソードが提示される。このようにア

メリカやヨーロッパの家庭では，親と子の間でとりきめ

られた暮しのルールにもとづいて，早い時期から自主独

立のためのしつけつまり働いて食うことの意義とそのた

めに必要なさまざまな社会的規則や物の見方考え方を教

えこまれるわけである。つぎに，このように一人前の人

問として生きていくことについて非常に積極的なしつけ

がおこなわれる外国の家庭と対比しながら，生徒たち自

身の家庭の場合はどうであるか，たとえぱわたしの家で

はこういうことに関してだけは親が非常にきびしくやか

ましいといったいわばしつけに関する家風とでもいうべ

きものがあるか，自分たちは人間としての生き方につい

てどのようなことを親から教えられ学びとっているかと

　＊　島根大学教育学部杜会科研究室

＊＊　島根犬学教育学部附属申学校

いったような白分たち白身の経験について話しあわれ

る。生徒は白分たち自身の家族生活を外国の事例と対比

しながらもう一度よくみつめ直してみる申で，日本の家

庭の場合，しつけの前提となる条件や考え方がかなり異

っており，親と子の心理的な相互依存関係が深くその方

法は論理的というよりむしろ情緒的であり，ややあいま

いでいきあたりばったり式の傾向があること，そのため

に時折トラブルがおこることもさけられないが日本のし

つけもそれなりにうまくいっているのではないかという

結論に到達する。そしてこれらの議論を通じて，家族に

はひとつの普遍的機能として子どもの人格を形成し一人

立ちできる人間へと成長させていく作用があることが明

らかにされるのである。

　つぎに授業は，家族のもつ教育的機能もただこれだけ

が独立して存在しているのではなく，他のいくつかの家

族の機能によって支えられ助けられて成立しているもの

であることへの理解へと発展してゆく、第2時間目で

は，この教育作用を背後から支えているもうひとつの重

要な機能としての愛情と尊敬の念にもとついた親と子の

信頼関係についてとりあつかう。この問題を考えるさい

の手がかりは，先にもあげた狼に育てられた少女につい

てのエピソードである。少女たちを発見したシング牧師

夫妻は自分たちの経営する孤児院でふたりを育てるが，

最初の約1年間ははげしい抵抗にあい，心と心の結びつ

きはもちろん人間らしい生活の仕方をなにひとつ身につ

けさせることができなかった。それは一体なぜだろうか

ということの追求がこの時間のテーマである。シング牧

師夫妻はこの原因を1年間の悪戦苦闘の末にやっと知る

ことができた。この点についてつぎのように述べてい

る。r人間らしい生活の本質は愛情以外の何ものでもな

い。狼っ子たちは，乳幼児期から母狼の中に見い出して

きたのと同じ愛情を探しもとめた。しかしはじめのうち

は私たちを信頼できず，私たちがこの子らに愛情をもっ

ているかどうか確信できないでいた。この結果が少女た

ちの中に眠っていた人間的な成長の発達を遅らせたので

ある。人としてこれから成長するための道を開くのは，

母親の愛と親切である。子どもたちは母親が白分を愛し

てくれているのを知っているから，母親に盲目的に従う

し母親を信頼できるのだ」。ここにみごとに示されてい．
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るように。子どもの人格の形成という家庭の重要な仕事

はタ愛情と信頼にもとづいた親と子の強い結びつきがあ

ってはじめて可能となるのである。このような視点をふ

まえて生徒たちは，もう一度白分たちの家族生活をみつ

めなおし，親のありがたさをどういう時に強く感じたか

など，自分たち自身の経靭こついて話し合う。そして，

子どもは家庭で保護され育てられ無意識に親を見習って

一人前になっていくわけであるが，もし親と子の信頼関

係が欠けていたり不十分なときには，親のしつけが子ど

もに強制されているという感じを与え，とげとげしい零

囲気になって親に反抗的になったり非行に走る原因にな

ったりすること，親と子が人間的な愛情で結ばれ，家族

員の織りなすさまざまの人間関係を子ども自身が好まし

いと評価していればこそ，それを抵抗感もなく白発的に

習得することが可能になることなどに気づくことができ

るのである。

　第3時間目では，子どもの人格の形成は，このような

精神的な側面の他に，家族の中での物質的経済的な保護

があってはじめて可能となることがとりあつかわれる。

家族は，自分だけの力ではまだ一人立ちしていくことの

できない子どもに，親が無条件で衣食住の保証を与える

ための経済的単位でもある。非常にきびしい自然環境の

申で生活しているエスキモーは，われわれのように安定

した条件の中で生活しているものよりもこうした家族の

機能を一層明確に反映している。父親がつくる雪の保温

力をうまく利用した雪洞式テント，ビタミン不足をおぎ

なうためにアザラシやトナカイの生肉を食べ家族全員が

そろって食べることもなければ食事時間も決まっていな

いが比較的豊かな食生活，一家の主婦が自分の手と口で

直接動物の皮をなめして作るアティギとアノガジェとい

うすくれた防寒性と防湿性をもつ衣類など，エスキモー

の家族は，人々が生きていくための経済的欲求を満たす

最小のまとまりとしてきびしい自然環境の中に存在して

いるわけである。このような観点をふまえてつぎに，生

徒たち白身の家族ではどのようにして家族員の経済的欲

求が満たされているか，たとえば家の中での仕事分担は

どういうふうにおこなわれているか，もし一家をささえ

ているお父さんの収入がなくなったらどうなるかなどわ

れわれがふだん何とも感じていない家族内での経済活動

の生活的意味をあらためて討議の対象にすえるわけであ

る。

　これまでに見てきたように，後半の3時間では子ども

の人格形成の作用を中心にそれを支える親と子の信頼関

係および物質的経済的な保護といった3つの機能の相互

関連という観点から家族の本質が言及される。そして最

後に，6時間の全授業をもう一度家族の本質をとらえる

ための大きな探究の流れとしてふりかえる中で，実は家

族とは，もしうまれたままの状態でそのまま放置されれ

ば死んでしまうかもしれない非常に無カな一個の生物学

的有機体として生まれてきたわれわれを，種々の人間的

能力をそなえた他の動物よりもはるかに生命力のたくま

しい自立的存在につくりかえるために長い期間にわたっ

て精神的物質的援助を与えてくれる，われわれがこの世

に生をうけてまず最初にでくわすすばらしい仲間である

ことを理解させようとするのである。そしてさらにこの

小単元①は，われわれにとってこれだけ重要な意義をも

つ家族生活が，戦前から戦後へと制度的および理念的に

どのような変化をとげてきたかタ現在どのような問題に

直面しているか，それらの間題はどのようにして解決し

ていくことができるかという形で，小単元②③へと発展

していくわけである。

　このように前半の3時間が比較種族的な観点から，他

の動物の特性と対比させることによって人間の杜会的本

性をうきぼりにしてみせたのに対して，後半の3時間で

は，比較文化的な方法を効果的に使用することによって

日常化された家族生活をとらえ直すための新鮮な視点を

作り出そうとしている。もちろん異った文化との比較は

決してめずらしい事象へのいたずらな好奇心の刺激や，

生徒たち自身には関係のない単なるよそごととの比較と

して終らせるのではなく，あくまでも自分たち自身の家

族生活をより新しく深い観点からもう一度みつめ直して

みるためのきっかけをつかむ手段として位置づけられて

いることはいうまでもない。現行学習指導要領における

家族生活についての学習では，学校や会杜，政党など人

為的につくられた機能的集団との比較によって家族独自

の機能をとらえさせるというきわめて平板な内容構成に

なっている。それに対してここに示した新しい内容構成

は，杜会的存在としての人間の本性というかなり高度な

抽象的概念を，具体的な資料をふまえて生徒にわかりや

すく理解させることを可能にしていると同時に，家族の

意義と役割についても生徒の日常的認識を一歩前進させ

ることを可能にしているといえよう。ここでは紙数の関

係で，残念ながら後半3時問についての学習指導案と授
　　　　　　　　　　　　　　　①
業資料の掲載を省略せざるをえない。

　1皿　授業の具体的展開

　われわれはこれまでに述べてきたような内容構成論に

もとづき6時問の学習指導案と授業資料を作成した後，

以下の日程で島根大学教育学部附属中学校3年生の4ク

ラスにおいて実験授業をおこなった。

　　曽田教諭　3年1組　S．52．6．29～7．9

　　　〃　　3年2組　S．52．6．13～6．28

　　今谷講師　3年3組　S．52．6．29～7．9

　　　〃　　3隼4組　S．52．6．21～6．29

　以下はそのうちの前半3時間の授業記録である。
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　授業の実際

第1時　授業者今谷順1重3年3組昭和52年6月29目
丁1　これから何時間かにわたって，人間杜会と家族ということについて

　　考えていきたいと思います。実際われわれにとって家族というものは

　　どういう役割とか意義をもっているのだろうかということですね。ま

　　あ家族というのは，われわれが生まれてきたときから自分たちの周囲

　　にあって，いってみれぱそれは空気のようなものであるということが

　　できるわけで，あまりにも身近でありすぎるために，一体家族とは何

　　だろうかということをつきつめて考えることが少ない，また考えてみ

　　ても案外とらえにくい，わかりにくいものであるということです。ま

　　あ自分自身というものがなかなかわからないようにですね，非常に身

　　近なものというのは案外わかりにくいものなんですね。そういう意味

　　でこれから何時間かの時間をかけて，いろんな賢料をふまえながらじ

　　っくりと考えていきたいと思います。

　　　それで今日は，まず最初に，家族そのものにはいるまえに，その前

　　段階といいますかそういうことを少し考えてみたいと思います。今か

　　ら人間の赤ちゃんについてのスライドとさるの赤ちゃんについてのス

　　ライドを見せます。このスライドを見ながら，人間の赤ちゃんときる

　　の赤ちゃんというのは一体どこにどういう違いがあるのかということ

　　を考えて，後で発表してもらいますからそのつもりで見て下さいね。

　　（スライド1）これは，人間の赤ちゃんがうまれた瞬間の写真です

　　ね。右の小さなところには，うぶ湯をつかっている赤ちゃんがいま

　　す。それからこれはさかさにつりあげているわけですけど，医者が口

　　の申につまった汚物といいますか，産道を出てくるときに口の申にい

　　ろんなものがはいりこむんで，それを放っておくと窒息してしまいま

　　すので，それをすぐにとりだして息ができるようにしているんです

　　ね。これをとりますと，オギャーという元気のいい声がでるわけで

　　す。

　　（スライド2）これは5つ子の赤ちゃんです。左側から長男から第5

　　番目の子までいるんです。未執児に近いわけでこれは保育器の申でい

　　るところです。（スライド3）これは外国の赤ちゃんとお母さんの写

　　真ですが，これもうまれて2週間くらいの感じですが，お母さんが非

　　常に愛情深くといいますかやさしく注意をくぱりながら，こわれもの

　　をだくようにだいている。赤ちゃんは眠っているようです。こういう

　　とこ一ろから，人間の赤ちゃんはどういう特色があるかということです

　　ね。

　　（スライド4）これは5つ子の赤ちゃんが100日後，3ケ月ちょっと

　　たった時の写真です。前よりはだいぷ元気になっています。さるの赤

　　ちゃんの3ケ月くらいたったのとではどうであろうか。その比較の資

　　料としてここにだしたわけです。（スライド5）これは，保育園で保

　　母さんが赤ちゃんの世話をしているところですね。今おむつをとりか

　　えているところです。人間の赤ちゃんの場合はだれかが世話をしてや

　　らないと十分生きていく，成長していくことができない。だれかの助

　　けが必要であるといったようなとこがあるんじゃないかと思うんです

　　が。

　　（スライド6）ハイ，つぎはさるの赤ちゃん。これはさるの赤ちゃん

　　でヒヒという動物です。これはうまれてまもないころで，お母さんの

　　おっぱいのところにつかまってい糺さっきそういう人間のお母さん

　　と赤ちゃんがいましたが，どういうちがいがあるか考えてみて下さ

　　い。（スライド6）これは同じくヒヒの赤ちゃんがうまれて3，4ケ

　　月たったときですね。この時は母親のお腹の毛にさかさにしっかりと

　　つかまっているわけです。（スライド7）これはさっきのヒヒの赤ち

　　ゃんが，あれから2，3週聞たちますとお腹につかまっていたのをや

　　めて，背申につかまるようになってくるんですね。ところが，これは

　　まだ十分うまくつかまることができなくて，お母さんのおしりの上に

　　両手両足でしっかりとつかまっているというところですね。（スライ

　　ド8）そしてこれが5ケ月目くらい。この時になりますとヒヒの赤ち

　　ゃんは，完全に足だけでお母さんの背申に体を固定して手は自由に，

　　これは茎ですね，えきを食べています。母親が走りだすとふりおとさ

　　れるといけないから両手でパッとしがみつくわけです。

　　（スライド9）これは同じく5，6ケ月のヒヒの赤ちゃんと考えてい

　　いんですが，お母さんが子どもに関係なくセッセとえさを食べている

　　んです。さるの赤ちゃんの場合は，お母さんがおっぱいはくれるんで

　　すけれどもそれ以外の食べ物はくれない。自分自身のカで見つけて食

　　べなくてはならない。ここでは，さるの赤ちゃんが自分にもくれと手

　　をだしているけれどもお母さんはそれを無視して自分だけ食べてい

　　る。（スライド10）これは2才になったときのヒヒの赤ちゃん。これ

　　は野火という自然におこる山火事で焼けた野原で，自分の食べ物にな

　　る木の芽をさがしているそういう姿です。もう2才になりますと赤ん

　　坊時代というのは完全におわりまして，何でも自分でやっていかなけ

　　れぱならない。ζれからは，さるの杜会の申で自分の地位というもの

　　を自分の力で切り開いていかなけれぱならない。そういう時点にもう

　　到達しているわけですね。そういう意味で，さるの赤ちゃんにとって

　　将来の自分を自分で決定していくというかきずいていかなければなら

　　ない大切な時期にさしかかっているということができます。（スライ

　　ド11）ζれはヒヒとちがうんですが2才以上になりますと完全に自分

　　の体を自由に使って，木と木の間をつな渡りしている手長ざるの写真

　　です。もう体も一人前であるということです。

　　　それでですね，今，人間の赤ちゃんときるの赤ちゃんのうまれてか

　　らしぱらくの様子というものを見てもらったんですけれども，人間の

　　赤ちゃんとさるの赤ちゃんにはどういう違いがあると思いますか。ハ

　　イ，この列。

P1　先生もさっきいわれたんですけど，人間はある一定の時期までは親

　　の手をかりて，さるもはじめの方は同じですけど，その時期が長くて

　　他の人にたよって生きていかなくてはならないけれども，さるとかチ

　　ンパンジーとかははじめのうまれた時だけで，後は自分のカで生きて

　　いかなければならない，そういう違いがあるんじゃないかと思いま
　　す。

P2　さるは成長がはやくって，2才になるともう自分の地位を切りひら

　　くといわれましたけど，成長するのが早いと思います。

T2　そう，成長するのが阜いね，後ろの人どうですか。

P3　さるっていうのはうまれてからすこしの時間は親のカをかりるんで

　　すけれども，すぐもう独立して自分一人の力で生きていくんですけれ

　　ども，人間というのはやはり親の力をかりて社会のカをかりていきて

　　いく。

T3　うしろ。

P4　だいたいうまれたときは同じですけど，さるは2才で自立して成長

　　するのが早いということと，それから人間の子は親の手をかりなけれ

　　ぱ生きていけない。

P5　さるの母親が自分だけえきを食べていて子どもがそれをほしがって

　　もやらないという場面があったんですけど，それを見て，人間は親の

　　手をかりて育ってゆくということから人間の親はさるの親に比ぺて子

　　どもに甘いという感じがしました。

P6　人間とさるの環境や境遇なんかもあわせて，まとめてそういう風な

　　意尉が続いていると思うけど，きるの場合は自然と戦って生きていか

　　なくてはならないし，その面で自分で自分の食べ物をとっていかなけ

　　りゃいけないということ。人間の場合は，家族を通してみるとお父さ

　　ん，お母さんがいて，自分という存在があって，兄弟があって，1つ

　　の家族の集団の申でいきていくんだけれども，さるの場合は，自然の

　　申で1人で戦って生きていくという感じがしました。

T5　さるは非常にきびしい自然の中でたくましく，ある意味ではお母さ

　　んなんかの力をかりずに生きていくという，自分でやっていくという

　　こと。それに対して人間の場合は，ややお母さんが子どもに手をかけ

　　てすこし甘いところがあるんじゃないか，そういう意見がでました。

　　それでですね，どういう違いがあるかということをいろんな賢料でみ

　　ていくわけですが，その仮説というか予測としてある程度まとめてお

　　くとすると1つはどういうことですかね。人間は非常に親の手をかり

　　るのに対してさるというのは白分の力で生きていくという，そういう

　　ところがだいたい共通しているんですが，それでは実際にどういう違

　　いがあるかということを，さっきくぱった資’料で見ていきたいと思い

　　ます。資料の「さるの赤ちゃん」のところをきみ読んで下さい。

P7　「さるの赤ちゃん」の資料を読む。

T6　ハイ，今読んでもらったところで，さるの赤ちゃんのどういう特色

　　が書いてありましたか。福間さん。

P8　さるのお母さんはさっきのスライドでもみたように自分のことしか

　　しないんですけど，さるの子どもはお母さんが食事をしているとき

　　も，にげだしたときでもじっとつかまっている。それは白分以外に頼

　　れるものはないから，生きようという信念で母親にしがみついている

　　のだと思います。

T7　ハイ，お母さんはえさを食べるのに一生懸命になっていて子どもの

　　ことをあまりかまわないということですね。それでさるの赤ちゃんの

　　場合は・さっきスライドにもありましたように強い力でつかまる能力

　　がある。お母さんにつかまる能カを，生まれてまもない赤ちゃんがも

　　っているということですね。お母きんがえさをとったり敵から逃げた

　　りするために猛スピードで走っても，絶対にふりおとされないそうい

　　う手のしがみつく力を生まれつきもっているということ。もしふりお

　　とされれぱ即死はまぬがれないだろうと書いてありますね。それとよ

　　く似たもうひとつの例として，動物がうまれつきどれくらい大きな力

　　をもっているかということについてもうひとつ，上に「かもめのひな

　　の行動の発達」という資料がありますね。このところを後ろの人読ん

　　で下さい。

P．9　「かもめのひなの行動の発達」を読む。

T8　ここにはかもめのひなというのが，うまれてからどういうふうな過
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　　程で成長してゆくかということが，かなり詳しく書いてあるんです

　　が，まずかもめのひなの行動の発達で非常に特徴のあるところという

　　のは，どういうところでしょうか。須藤くん。

P1Oさっきも言われたように，だれにも教わらなくてもかもめの母親が

　　警戒声を出せば，そういう機敏な行動をとったりするということがあ

　　って，人間の場合は何も教育せずに箱の申に入れておいたら，危険だ

　　って教えても逃げないと思うから，やっぱり回りのものが敵というの

　　と回りが安全な申で育てられた人間とでちがいがあると思います。

T9　今かなり進んだところまで意見をいってもらいましたが，今言って

　　もらったようなことをもう少しこれから考えていくのですが，今かも

　　めのひながですね・どういう特徴があるかということをもう一回確か

　　めておこうと思うんです。今言ってくれたことの中には，お母さんの

　　警戒声でですね，おそわれもしないのに岩かげにかくれたりすること

　　ができるそういう特徴があり■ますね。その他にどうでしょうか，ひな

　　の行動で特に注目するようなところは，その横の人どうですか。

P11はじめは人間と同じように，お母さんに何か食べさせてもらってい

　　るんですけど，すぐ自分一人で食べられるようになる。人間の場合だ

　　ったら2年くらいしなきゃ自分一人で食べたり，生きてゆくために自

　　分がしなきゃいけないことさえできないんですけど，かもめのひなな

　　んかは2週間とかそこらでできるようになる。ですからその点がちが

　　うと思います。

T10ハイ，今言ってもらったようなこと，できるだけ資料にあった事実

　　を指摘するような形で自分の意見を言って下さいね。となりの人どう

　　ですか。

P12生後4，5週間でもうしっかり飛べるようになる。

T11飛ぶということに関して4，5週間で飛べるようになる。そのため

　　には1週間くらいたつともう羽をバタバタさせて，飛しょう運動をは

　　じめる。そういう飛ぷということが非常に早くできるということです

　　ね。つまり体が一人前になるのが早いということ。それから一番最初

　　に書いてありましたように，たまじの申から出てくるときに自分自身

　　のカで殻を破って出てくるということ。それから2，3時間するとも

　　う羽がふわふわになってきて，ついぱみ運動，お母さんからえきをも

　　らうために口ぱしでお母さんの口ばしをつつく運動をはじめるという

　　ことですね。それから5時間くらいたつと，自分で何とか立とうとす

　　るようになりまた立てるようになるということ，その日のうちには

　　2，3歩歩くことができるようになる，そして2，3日たつとさっき

　　言ったように警戒声によって何かの下にもぐりこむということです

　　ね。それから2週間たつと鳴き声をたてて見知らぬ相手に対して攻撃

　　を加えるようになる，またこの頃になると自分でえさを食べることが

　　できるようになる。そういうふうなかなり詳しい事実が書いてあった

　　と思うんですが，これらのことはきっきだれかが言ってくれたよう

　　に，だれからもおそわらなくてもすでにもうできるわけなんですね。

　　こういう行動をどういうか知っていますか。君どうですか。だれから

　　もおそわらなくても生まれつきできるそういうカ，どういいますか

　　ね。その後ろどうですか，わからない。

P13人間にもあるんですが，かもめならかもめの本能だと思います。

T12そうですね。本能的な行動とか生得的な行動とかそういう言葉で呼

　　んでいます。つまり生まれながらにして自分の体の申にそういうふう

　　に行動することができる力がくみこまれているといいますか教わらな

　　くてもそなわっているんですね。動物というのは今みてきたさるの赤

　　ちゃんやかもめのひなのように，生まれつきこういうほとんど完全武

　　装とでもいうべき白分で生きていくために必要な非常に精巧なすぐれ

　　た本能的行動様式をもってうまれてきているということがいえるんで

　　すね。こういう本能的な行動というのを他に知っていますか，どうで

　　すか。

P14犬なんかでもはじめは尿なんかを出す時，電柱に片足をあげてやる

　　とかああいうのが本能だと思います。

T13まあ確かに自分の帰り道を忘れないように印をつける，またはなわ

　　ぱりをつける，そういう作用をしている。その他にもう一人くらい聞

　　いてみようかな。君なんかどうですか。

T14わかりませんか。まあいろんな例がこういう動物の本能的行動につ

　　いてはあるわけで，たとえぱ蝶々なんかでも幼虫からかえって突然だ

　　れからも教わらないのに空申へ舞いあがる。またくもの巣なんかでも

　　だれからも教わらないのにくもが，生まれながらにすぱらしいくもの

　　巣をはることができる。それからわれわれと同じほ乳類なんかでです

　　ね，牛とか馬とかやぎとかああいう動物は，うまれるともう2，3時

　　間するとすっかり自分で歩ける，立ち上がれるようになるわけです

　　ね。あれなんかも，普通のほ乳類には肉食の動物と草食の動物がおり

　　まして，牛や馬なんかは草食なんですが，この動物たちは生まれつき

　　肉食動物のえさにされてしまう危険性があるので，長い進化の過程で

　　生まれたらすぐに立って，親といっしょに逃げることができるよう

　　に，そういう能カを身につけてきたんですね。それに対して犬なん

　　か・まあライオンとか虎なんかの肉食動物は，生まれてから歩けるよ

　　うになるまでに3日から4日1週間くらいかかる。すぐには歩けるよ

　　うにはならないんですね。まあそういう本能的行動というものを非常

　　に完壁な形でこういう動物はもっているということですね。それに対

　　して人間の赤ちゃんは一体どうなのかということ。そこで人間の赤ち

　　ゃんが一体他の動物と比べてどういう違いがあるかということをはっ

　　きりと確かめたいんですが，「新生児の心の発達」というところがあ

　　ります，2の資料ですね。そこを読んでもらえますか。岩崎さん。

P15　「新生児の心の発達」を読む。

T15ハイ，どうも。ここでは人間の赤ちゃんがうまれた時一体どういう

　　特色があるかということが書いてあるんですが，どういう特色があり

　　ますか。片山君。

P16人間というのはうまれて1ケ月間はまだ脳細胞が眠った状態ですけ

　　ど，さっきのかもめの場合は生まれてもう2，3時間するとついぱみ

　　をはじめ，もう2日目くらいには歩くようになる。人間っていうのは

　　脳については発達しているけれども体全体としてはすごく劣ってい

　　る。

T16なるほど，となりの人。
P17片山君と大体同じなんですけど，やはり脳の重さは25％だけれども

　　体が6％というので，脳細進は発達しているんですけど心というもの

　　が白紙状態である。

T17どうも，いま大体ちゃんと二人の人が言ってくれたと思うんです

　　が，1つは非常に頭でっかちであるということ。見た外観ですね。と

　　いうことは，人間の赤ちゃんの場合は脳が非常に発達した形でうまれ

　　てくる・脳細抱なんかもすでにちゃんと数が整っておってですね，一

　　生その数は変わらない。それから体内での栄養の補給が特に脳を申心

　　におこなわれている。そういう点で人間の赤ちゃんは非常に脳の発育

　　がよいということですね。それに対してそれ以外の体の方は非常に未

　　発達といいますかまだ未熟な形であるということ，うまれても大部分

　　は眠っているし，また目もほとんど見えない耳もほとんど聞こえない

　　そういう状態である。したがって心の申，精神状態は白紙のようなも

　　のだと書いてありましたね。そういうふうに人間の場合はですね，体

　　の能力から言えぱ1年間早くうまれすぎたさるであるといわれている

　　んですね。1年くらいたたないと自分で動いたりすることができな

　　い。そういう未熟な形で1年も早く早産してくるというような言い方

　　がされているんです。それが今度は1ケ月くらいたつとどのように変

　　わっていくかということが次に書いてあるんですが，そこを読んでく

　　ださい，周藤さん。

P18　「心の発達」を読む。

T18これは大体1ヵ月たった人間の赤ちゃんがどういうふうに成長して

　　いくかということですが，少しは進歩するわけですが，視カなんかも

　　見えないに等しい，非常に近眼であるということですね。本当の意味

　　である程度目が見えるようになってくるのは3，4ヵ月になってから

　　であるということ。それから聴覚，耳の方も比較的早く発達するけれ

　　ども1ヵ月では本当に聞こえるという状態にはなっていない。このよ

　　うにさるとかもめの赤ちゃんと人間の赤ちゃんがどういう様予かとい

　　うことを資料で見てきたんですが，今見てきたようなことから最初み

　　んなが言ってくれたことをまとめるとどういうことが言えるでしょう

　　かね。大体みんなの予測が当っていたと思うんですが，それをもう一

　　度まとめて言ってもらいます。．できればここで使っていない言葉で言

　　ってくれるといいんですが。安木君どうですか。

P19あまりうまくまとめられないんですが，結局黒板に書いてあるよう

　　なことでいいんじゃないかと思います。やっばり人間の場合はうまれ

　　てからも母親というものをしたうような感じで，本能はさるなんかの

　　方がすぐれているわけなんですけど，だから人聞は親を頼っていくと

　　いうζ、とで，それに比べてさるは自然の中で，自分の本能で生きてい

　　くために必要なものを自分から身につけていく，そういうことじゃな

　　いんでしょうか。

T19大。体よくまとめてくれたと思いますが隣りの人。

P20人問について主に言うんですけど，人間は他人のせわが一番大切じ

　　ゃないかということ，生まれたぱかりの赤ちゃんを放っておくと赤ち

　　ゃんを殺すというか死の方へ持っていくことになるんですけど，人間

　　の場合はそぱについている人がいて，それが人閻社会の家族っていう

　　ものじゃないかと思います。

T20家族というとこ一ろまで言ってくれましたけど，二人の意見をまとめ

　　てみますと，人間というのは他の動物に比べて本能的な行動様式をほ

　　とんどもっていない状態でうまれくるてために，自分自身のカで環境

　　に適応していくといいますか，その申でうまく生きていくことができ

　　ない。必ず親の助けが必要である，そういう点で非常に他の動物より

　　も弱い存在であるということですね。さるの赤ちゃんなんかは逆に非

　　常に強いたくましい生命力のようなもの，いざとなったら自分ででも

　　生きていけるカをもっているのに対して，人間はそういうことがぜん
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　　ぜんできない。そういうひ弱さをもった存在であるということが言え

　　るんじゃないかと思うんですね。それからもうひとつの資料の「長い

　　時間を費して成熟する」という表ですね。これをみてもらいますと，

　　さるは大体1年間で赤ちゃんの時代を終ると書いてありますね。そし

　　て3才半で性的な成熟，肉体的に一人前になってくるということです

　　ね。そして8才で杜会的成熟，全く大人とかわらない社会集団の申で

　　一人前の大人として活動していける，精神的に大人になるということ

　　ですが，それに対して人間の場合を見てみますと，大体8才で一応赤

　　ん坊の時代が終わる。それから14才で肉体的に大人に近い状態にな

　　り，18才で社会的に成熟する。この表から人間の赤ちゃんの特色とし

　　て，弱さと同時にもうひとつ言えることがあるんですが，一番最初の

　　予測にもでてきたこ一とですがどういうことでしょうか。江崎君。

P21成長がおそい。
T21成長がおそいということをもう少し言いかえるとどうですか。横の
　　人。

P22それだけ一人前になるまでに時間がかかるということですから，き

　　るなんかよりも相当高度なものを身につけることができるということ

　　ではないでしょうか。

T22高度なものを身につけていくことができる。これも非常にいいこと

　　を言ってくれたのですが，それをこれからまたいろいろみていくんで

　　す。それでここでは弱さと同時にですね，人間の場合は成熟するのに

　　非常に長い期間を必要とするということですね。まあ成長がおそいと

　　いうことです。人間の赤ちゃんの特色は，非常にひ弱な存在であると

　　ともに成長していくための時間が長くかかる，その間親の保護を必要

　　とするそういう特色があるということですね。そういうことをこの時

　　間は理解してほしかったんです。

第2時授業者今谷順重3年3組昭和52年6月30目
丁1　前の時間は，さるの赤ちゃんなんかに比べて人間の赤ちゃんは，生

　　まれてきた状態が弱々しい無力であるということですね，と同時に無

　　力さという状態をぬけでていく期間が人間の場合は非常に長くかか

　　る，その間は親の傑護がないと生きていくことができない，そういう

　　人間の赤ちゃんのもつ弱さを理解してほしかったんですが，今日はそ

　　れをふまえてさらに，人間のもうひとつの特徴について考えていきた

　　いと思います。それで人間のもうひとつの特徴を言い表わす言葉とし

　　て，「人問は万物の霊一長である」というのがあるんですね。霊長とい

　　うのはどういう意味かといいますと，非常に不思議な力をもった優れ

　　たものといいますか非常に優秀な力をもった万物の頭ということなん

　　ですが，あのように人間が弱いという特色があるにもかかわらず，万

　　物の霊長といった非常に優れた存在であるといわれるのはなぜでしょ

　　うか。その原因を少し考えてみて下さい。どうですか。

P1　プリントなどを見ると……。

T2今プリントはあまり見ないようにして下さい。後で……。

P2　道具を発明したりいろんなものを使ったりすることによって，身体

　　なんかでは大きい動物もいるけれどそれに劣らないよううまく生活し

　　ていけるということです。

T3　その後ろの人どうですか。

P3　青山君なんかと同じように書いたりしゃべったりすることができる

　　し，それから歴史の始めに出てくるんですけど火を使ったり，そうい

　　う他の動物にはできないことができるから⑪

T4　その後ろの人。

P4　やっぱり道具を使ったりそれからものを考えたり今言われたような

　　ことです。

T5　ハイ，その後ろどうですか，もう1人。

P5今物事を考えるということがでましたが，物を考えるにも深く正し

　　く考えたり，それから動物と同じように集団がありますが，その集団

　　も人間の場合と動物の場合とは違うと思います。

T6　第団が優れた集団であるということ？ハイその後ろどうですか。

P6　前の方に似てしまうんですが，そのことから道具を便ったり火を使

　　ったりしてだんだん発達していって文化が生まれたりするから。

T7文化という言葉がでてきましたが，今言ってくれたことは非常に大

　　切なことで今日これから学習していくんですが，これらのことが本当

　　に他の動物にはない優れた能力をもつことのできる最も根本的な原因

　　だといえるでしょうか。もう少し前提となっているものがないでしょ

　　うか。君どうですか。これらは文化という言葉で呼んだらいいと思い

　　ますが，たとえばこういう道具をつくりだすためには何が優れていな

　　いとだめですか。

P7　他の動物に比べて知能が発達していて，脳が他の動物に比べて大き

　　いことだと思います。

T8　脳の発達，知能が慶れていないといけないということですね⑪それ

　　では知能が発達しているだけで道具を作ることができますか。その後

　　ろ。

P8手を使ったり体のいろんな部分を使ったりして作ります。

T9　なるほど。このように人間の他の動物にはない優れた特色のひとつ

　　は，体の特徴，肉体的な特質，そこにまず大きな原因があるというこ

　　とができます。こういう体の特徴をもとにしてさらに優れた文化とい

　　うような高度な能力が生まれてくるわけですが，それでは今言ってく

　　れた手を使うとか脳が発達するということのためには，さらにもうひ

　　とつの他の動物にない特色がないといけないのですが，それはどうい

　　うことだと思いますか，その後ろの人。

P9　あまりよくわからないのですが，注意深いというか自分のまわりを

　　よく見るということ，そういうふうに考えることだと思います。

T10その後ろどうですか。

P10他の動物などはつくるということより与えられたものを利用してい

　　るというか，たとえぱ与えられたものだけを食べるのに，人問の場合

　　は物をつくりだしてやっていくということです。

T11自分でつくりだすね……。その後ろの人どうですか。

P11似たようなことになるんですけど，きのう動物のところであったん

　　ですが，動物は本能で行動するのに人間は本能だけでなく，さきほど述

　　べられたように自分のもっている能力で考えたりすることができる。

T12考えるということは脳のことですが，さらにその前提となるのはど

　　ういうことか，これは大きい意味では，人間の体つきの特徴というこ

　　とができるんですが，いってみれぱ簡単なことです。だれかわかりま

　　すか。だれかが言ってますけどもっと大きな声で。ハイ，直立歩行が

　　できるということですね。つまり手を自由につかったり脳が高度に発

　　達してくる，さらにその原因となっているのは，人間が他の動物には

　　できない直立歩行ができるようになった。それが人間のいろんなすば

　　らしい能カの最も根本的な原因であるということができるわけです。

　　（スライド1）これは人間がどういう過程をへて直立することができ

　　るようになってきたかということを表わす進化の過程を示した図です

　　けれども，最初はこのように背骨が直立していないというかちゃんと

　　立っていない。ほとんど半直立で手も地面についているような状態で

　　す。それが背骨がだんだんとまっすぐになってきて本当にまっすぐに

　　立ってくるようになるわけですが……，（スライド2）さらにこうい

　　う過程を経てそしてこの1番右側が現生人類つまりわれわれの直接の

　　祖先です。そのひとつてまえがクロマニヨン人でそのてまえがネアン

　　デルタール人と呼ぱれる人類の祖先なんですね。人間がどういう過程

　　を通して直立することができるようになったかということですが，だ

　　れか知っていますか。ここは説明しましょうか。人間は一番最初のス

　　ライドにもあったように，最初のうちは非常に発育の不十分な体の小

　　さなほ乳類で，同じ時代に住んでいた大きなは虫類なんかの間をこち

　　ょこちょと走りまわっていた，今でいえぱきつねざるやめがねざると

　　いうようなその当時の姿をそのままとどめているような動物もいるわ

　　けですが，そういう動物だったわけです。ところがそういう小さな動

　　物だから，大きな動物のいる所では安全性を確保することがむつかし

　　い。そのためにそういう大きな動物が侵入してこない木の上で暮らす

　　ことを覚えるようになるわけです。ところが木の上というのは非常に

　　不安定でへたをすると下におっこちてしまう。そのためには木にしっ

　　かりとしがみつくことができなけれぱならない。そういう申で人間の

　　祖先は，前足が特に特殊化し枝をしっかりと握ることができるように

　　なってくる。それと同時に，今までは前足も後ろ足も体重を支える役

　　割をしていたわけですけれども，体を支え移動させるという機能は一

　　方的に後ろ足に任されるようになってきて，前足は体を安定させたり

　　枝を握んでバランスを保つという形で，後ろ足の任務と完全に切り離

　　されて発達してくるわけです。後ろ足とちがって非常に自由に動くよ

　　うになってくる。これが手が自由に使えるようになってくる進化の過

　　程です。

　　　同時に直立歩行というのはただ手が自由に使えるというだけではな

　　くて，そういうブラブラゆれる枝の間を上手に移動しなければならな

　　いわけですから，目を通して入ってくる刺激と手を通して入ってくる

　　いろんな触覚，そういうものをすぱやく調節して指令をくだしていく

　　脳のはたらきが非常に発達してくるようになるわけです。これが人間

　　が木の上での生活で得ることができた非常に優れた能力であって，そ

　　れがやがて地止に降りてきて生活するようになってもそのまま残って

　　さらにますます発達していく，そういう進化の過程をたどって直立歩

　　行ができるようになったということができます。それでですね，人間

　　の体の優れた特徴としての直立歩行から可能になった手を度うことに

　　ついてですが，人間の手にはどういう優れた特色があるか知っていま

　　すか，体つきの点で。

P12人間の手は親指が内側に向いていまして，下等の動物になると親指

　　も他の指と同じように真下に向いているのですが，人間の場合は物体

　　を握るときに親指が相当横に向いてこのように内側からまわすことが

　　できるという利点があるわけです。

T13なかなかすばらしいことを知っていますね。ひとつは人間の手とい
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　　うものは，自分の手を見てもらったらよいと思いますが，親指が他の

　　全部の指と向いあった形でくっつくでしょう。（教師が自分の手で実

　　際にやってみせ，生徒にもやらせてみる）ところが自分の足の指を考

　　えてみると足の親指は他の指とけっしてくっつかないですね。という

　　ことは足では物を帰れないが手では握れる。さらに鉛筆をもって字を

　　書いたりいろんな複雑な道具をつくったりすることができ糺そうい

　　うことについて今配った資料をみてほしいんですが，手の写真があり

　　ますね，対向する親指という所です・ここにはリスモドキというさっ

　　きいった人類の祖先の動物の手と人の手がありますが，リスモドキは

　　親指と他の指がほとんど同じ形をしていますね。他の指とぜんぜんく

　　っつくことができないということです。このようにただ単に手が自由

　　に使えること，足と違う役割を果すことができるようになったという

　　ことだけではなくて，人間の手というのには他の動物にはないすぐれ

　　た特徴があるということですね。それから，こういうひとつの点とも

　　うひとつは，人間が直立することができるようになった非常に大きな

　　利点として，視点の高さ視野の広さということがあるんですが，これ

　　はどういうことかわかりますか。君どうですか。

P13視野の広さというのは，目が左有に動いてまわりが広い範囲のとこ

　　ろまで見わたせる。

T14なるほど，これについてもっと詳しく説明できる人いますか。視点

　　の高さというのは，つまり人間がこうして四つんぱいになって地面を

　　歩いているよりも（机の上に教師が両手をついて動物の姿をしてみせ

　　る），こうして直立して見るようになった方が，たとえば地面に立っ

　　て見ているのと東京タワーから見ているのと比べたらわかるように，

　　非常に遠くのものがみわたせるようになりますね。それと同時に，四

　　つ足の動物はこうやって歩きますから首があまり回らない，せいぜい

　　前の方しか見ることができない。後ろはほとんど見えない。ところが

　　人間はまっすぐに立っているからちょっと首を回すだけで後ろの方ま

　　で見ることができる。つまり視点の高さからくる視野の広さ，このこ

　　とによって人間は非常に早く敵を発見したり捕えるえものを他の動物

　　よりも早くみつけるという利点を獲得することができたわけです。こ

　　れが直立歩行から出てくる第2の利点であり，第3番目はきっきもあ

　　りましたように脳が非常に発達してくるということです。前の時間に

　　も言いましたが，人間は1年間早くうまれすぎたさるであるというこ

　　とですね。なぜ人問は1年間もはやく早産しなけれぱならないのか，

　　その理由を考えてみると，人間はあまりにも脳が他の体の部分よりも

　　早く大きくなりすぎるために，他の体の部分が完全に完成してつまり

　　うまれてすぐ歩けるような状態にまで他の部分がお母さんの庫の申で

　　成長するのをまっていたら，頭があまり大きくなりすぎて外に出られ

　　なくなってしまう，またお母きんの体が危険にきらきれる。そういう

　　ことで頭だけがかなり完成した状態でまだ手足というものが非常に未

　　発達な形で，他の動物より1年間も早くうまれてこないといけない。

　　そういうことからもわかるように，人間の脳は直立歩行の過程で非常

　　に他の動物に比べて進歩をとげてきたということですね。今配りまし

　　た資料の2の所にチンパンジーと現代人の顔と脳の比率が書いてあり

　　ますが，チンパンジーの場合は非常にあごが発達していて顔に比べて

　　脳の容積がかなり小さい。だいたい1対4くらいであるといわれてい

　　ます。それに対して現代人は顔と脳の部分が同じ位，1対1の割合に

　　なっている。つまり頭の申で脳の占める部分が大きくなっているとい

　　うことがわかります。また他の動物と脳そのものの重きを比較すると

　　たとえぱ最も人間に近い動物だといわれているゴリラの場合で約500

　　9，それに対して人間の場合は普通の大人でだいたい15009ぐらいだ

　　といわれています。

　　　このように，人間が他の動物とちがって霊長であるといわれるくら

　　いまで慶れた能カをもつことができるようになった最も根本的な原因

　　は，直立歩行ができることによって手の機能が非常に高度に分化して

　　きたこと，ただ自由に便えるだけでなくて親指が重要な役割を果たす

　　ようになってきたと同時に，視点の高さ視野の広さも獲得することが

　　できたということです。さらには脳が非常に発達するようになってき

　　た。これら3つのことがさらにお互いに影響を及ぼしあいながら，手

　が複雑になれぱなるほど脳もそれに指令を送らなけれぱならないので

　　いっそうしくみが高度になっていく。えものをすばやく捕えるために

　　は手をもっと器用に使わなけれぱならない，そういうふうにして体の

　特徴が他の動物にはない形でどんどん発達してきたということです。

　　　つぎにそれでは，こういう体の特徴を基礎にしてさらに高度な文化

　　や能力を身につけることができるようになるわけですが，それが一体

　　どういうものであるかということですね。はじめにみんなが言ってく

　　れたように，だいたい大きくわけて第1は火をつかうこと，第2は道

　具を造ったり・倹ったりすることができるということ，第3は言葉や文

　字を便うことができること，人間の能力というのは非常に複雑で高度

　　であるので，もっといろんなことをあげることができますが，一応申

　心的な要素はこの3つであると考えられます。それで今度はこれらの

　　文化的な特色とさらにそこから出てきた高度な能カが，人問にどのよ

　　うな利益をもたらしたかといいますと，まず第1に人聞が火をみつけ

　　てそれを利用することによってどういう利益を得ましたか。

P14たとえぱ夜など，その頃であれほ狼のようなものがいると思います

　　が，これらの動物は火を恐れてよってこないし，火を使って料理をし

　　て肉などを焼いて食べられることから，人閥の食生活の改善のためと

　　自分の身体の防備のために使われたのではありませんか。

T15他の動物は火を恐れますから火のそばには近づかない。だからそれ

　　を使っていると人間は安全なわけです。もうひとつは料理に使うこと

　　によっておいしく食べることができるし，長く保存することができ

　　る。それからその他に，火の発見は生活にどんな利益をもたらしまし

　　たか。

P15火で料理して食べるということは，生肉を食べるのとはちがって，

　　発達していたあごをだんだん退化きせ言葉を便えるしくみに口の構造

　　が変わってきたということを前に聞いたことがあるのですが，だから

　　食物の変化によって言葉を使えるようになったということ。

T16その他にどうですか。

P16火を使うということは，寒いときに自分の体を暖めたりして保温に

　　も役立っている。

T17暖をとるといいますか寒さから人間の命を守るということ，人間の

　　祖先はきびしい寒さの氷河時代をマンモスなどと一緒に生きのびてき

　　た数少ない動物で，火を近くで燃やすことによってマンモスの毛皮に

　　かわる暖房を火からえることができたということです。その後ろの人

　　他に。

P17ぽくも暖房と思っていたので他はわかりません。

T18　もうひとつは明かりの役割を果すということ。今の螢光燈と同じよ

　　うに夜を明るく照らしてくれる。そのために，動物は普通夜目が見え

　　ないんですが，人間は夜も活動することができる。行動の時間帯が拡

　　大されるという利点がある。それからつぎに，道具というものはどう

　　いう利益をもたらしたでしょうか。そのつぎの人。

P18よくわからないんですけど，やっぱりまだ道具がなかったころは食

　　べものなどをとるのもみんな手でとるしかなかったが，道具ができる

　　と魚などもやりでとることができるし，その他の自分の食物をとるた

　　めにも道具を便うことができる。つまり自分の体を守るために使った

　　り食物をとるために使うことができる。

T19ハイ，それでは今配りました資料の裏側を見て下さい。そこに「道

　　具の発明一人間を万能ならしめたもの」というのがありますね。ここ

　　をその後ろの人読んで下さい。

P19資料を読む。

T20この資料から，人間にとって道具はどういう働きをしていますか。

　　その右どなりの人。

P20身を守るということとそれから生活を向上させるということ。

T21基本的牝は道具の役割というのは，人間の手や足の機能を代行して

　　くれるということですね。しかもそれが人問の力以上の働きを効率的

　　にやってくれる。アルマジロのよろいとかイボイノシシのきばの代わ

　　りにつるはしといったようなもの，動物のつめのかわりにやりや石の

　　とがったようなものを使うことができる。そうすることによって人閻

　　の体のもっている力を飛躍的に拡大することができる，そういう役割

　　をもっている。それからさらにもうひとつの言葉の使用ということ

　　も，こういう火を使ったり道具を使ったりするいろいろな人間の経験

　　を他の人達に伝えていく，現在だけでなく未来の人々に伝えることも

　　できるしまた現在の人は過去から学ぷこともできるということです。

　　こういう人間の身体的特徴をいかして獲得できる他の動物にはない

　　高度な能力を，さっきだれかがいってくれたように「文化」と呼んで

　　いる。特に3つの要素は，どん荏場所のどんな人間でも必ずやってい

　　ることだという点で，またどんな古い時代の人間もやっていたという

　　点で，「原始文化の3形態」とよんでいます。結局文化というものが

　　他の動物とちがう人間独自の能力を発達させるために非常に役立って

　　いるということですね。これらのことから人間にとって文化とはどう

　　価値があるといえますか。その前の人。

P21やっぱり文化というものは，人間がそれをつくりだすことによって

　　それを自分達の生活の向上のために役立てることができるし，人間の

　　成長する過程というものを表わしていくような役目があります。

T22今ひじょうに重要なことをいってくれたわけですが，資料の5のと

　　ころを開けて下さい。ここをその前の人読んでください。

P22資料「文化」を読む。

T23ここにも書いてありますように，他の動物は自然環境に対して自分

　　の体で直接に対応していかなければならない，自分の体しかたよるも

　　のがない。ところが人間の場合はたとえぱこの絵に書いてあるよう

　　に，自分の体以外に着物にあたるようなものをいろいろ作り出して，

　　こういうものを通して自然環境に働きかけていくことができるという

　　ことですね。この着物にあたるのが文化であるということです。人間
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　　はこの文化を獲得しいろんな人達に伝え共有することによって生活を

　　おどろくほど豊かにしてきたということ，ある意味では恵まれない人

　　間の体をカバーするものになったということができるわけです。ここ

　　でもう一度，前の時間にやった動物の本能的行動と今日やった人間の

　　文化的能力とを比較してみたいんですが，前の時閻は人間よりも他の

　　動物の方がひじょうにすぱらしい本能的行動様式をもっている，生命

　　カというか生きていく力が非常に強いということをやったわけです

　　が，栗して本当にそうなのであろうかということです。今度はブリン

　　トの6の所に「飛んで火に入る夏の虫」というのがありますが，動物

　　の本能的行動と今学習してきた人間の文化的能カとではどういうちが

　　いがあるかということです。その前の人読んでください。

P23資料「飛んで火に入る夏の虫」を読む。

T24ここには月見草のようなものから夜みつをすうために身につけてい

　　る毘虫の本能が，月見草ではなくて冒虫をとるために人間がしかけた

　　ワナであっても，同じように飛んでいって死んでしまうそういうこと

　　が書いてありますね。このことから前の時間に言った動物の本能的行

　　動にはひとつの限界があるといえると思いますがどういう限界でしょ

　　うか，その前の人。

P24動物ではなくてこの場合は毘虫ですけど，昆虫というのは明るいも

　　のに飛んでいくという本能があるけれども，明るいものがどういうも

　　のかを見分けることができない，明るけれぱ何でも飛んでいく。

T25つまり月見草か電燈かという見分けが昆虫にはできないということ

　　ですね。それを自然環境とのかかわりという点からみるとどういうこ

　　とがいえますか。もう少し今のことをいうとどうですか。その前の人

P25毘虫はものをみわける力がないし，人間よりも知能が低いからやっ

　　ぱり電燈の灯に飛びこんでいってしまう。

T26つまり，本能的な行動様式の限界，問題点はどういうことかという

　　と，今言ってくれたことなんですが，もう少し一般的な言い方をしま

　　すと，本能は自然環境がいつも同じなら非常にすぱらしいカを発揮す

　　ることができますが，いったん自然環境が変わってしまうと全然役に

　　立たず逆に害にきえなってしまうということです。人問以外の動物の

　　本能的行動というのは，その動物の住んでいる自然環境に制約されて

　　いる，縛られてしまっている。もしそれが変わるともうついていけな

　　い。自分の方から行動を変えていくということがもうできないという

　　ことです。それに対して人間は環境が変わってもそれに適切に対処し

　　ていくことができる，つまり白分自身の行動を修正していくことがで

　　きるということです。たとえぱ火の場合，昆虫や動物はただ一方的に

　　飛びこんでいったり恐れて近よらなかったりするのですが，人間はそ

　　れを見て確かに熱くて危険だけれども，これは寒いときに役立つとか

　　肉を料理するのに使えるとかただこわがるだけでなく積極的にそれに

　　働きかけ利用していくことができる。このように人間の文化的行動様

　　式は，動物の本能とはちがって自然環境に適応していくことができる

　　だけでなく，さらに自然環境を自分の生活に都合のよいように作りか

　　えていくことができるということです。このことから人間というもの

　　は他の動物とちがって，逆に自然環境を支配していくことができる。

　　自由に利用していくことができる。そういうすぱらしいカを獲得する

　　ことができた，ここに人間が「万物の霊長」と呼ぱれている大きな原

　　因があるわけで，他の動物には見られない歴史的発展をとげることが

　　可能となった理由があるわけです。今日の時間は，前の時間にやった

　　人間の弱さというものに対して逆に，人間というものは非常に強い能

　　力をもちうるものであって，それをうまれてから後天的に習得するこ

　　とができるということ，これをみんなに理解してもらいたかったわけ

　　です。

第3時　授業者曽田満子　3年1組昭和52年7月1目

丁1　この前の時間はですね，人間についてどういうすぱらしさがあるか

　　という事を肉体的体つきの面と，そこから出てくる文化的な高度な能

　　力について，だいたいみんな知っていたとは思いますが，もう一度し

　　っかりした証拠や事実をふまえて考えてみたわけですが，だれかどう

　　いう事がわかったかということを書いてきてくれましたか。1人2人

　　の人に読んでもらいます。はい，どうですか。

P1　かなり簡単ですけど。

T2　はい，いいです。

P2人間はたしかにうまれたときはどうしようもない休や頭でも，大き

　　くなるにつれてずっと他の動物より優れたものになってくる。

T3　はい，その隣りの人，君どうですか。

P3　人間はうまれた時には親に大切に育てられるから，ひ弱だけれども

　　最終的には頭悩などが発達してきて，自分たちを開発することができ

　　る。しかしさるはそれに比べてうまれた時は，親から離れて自分でえ

　　さを見つけなけれはならないから，人間の赤ちゃんより発達している

　　が，いずれは人間の方が知恵がついてきて，さるよりうわまわってく

　　るから，人問の方がすばらしい。

T4

P4

T5

P5

T6

P6

T7
P7

T8

　はいどうも。今二人の人が読んでくれましたが，この前の時間に言

いたかったことは，人閻がもってうまれたひ弱さというものは，もう

少し長い目で見ると実は非常に犬きな可能性をひめたものであり，強

きに変わっていく要素を含んでいるという事。それは，2本足で直立

することができるという人間独特の体つきからはじまって，手を自由

に使いそして発達した脳で言葉，道具を使って高度な生活ができるよ

うになる。そしてそれは，うまれた段階では人間より高度な本能的能

力をもっていた毘虫なんかが，はるかにおよぱない強い力になってい

く。その例として，飛んで火に入る夏の虫という非常に強い本能だけ

れども，環境が変わってもそれに適応しきれないで自分から命を断っ

てしまうという，毘虫の利かない性格を学習したのですが，それに対

して人間は，発達した脳で環境が変わったということをいち早く察知

して，それに対応できるだけの自分の行動を新たに作り出していくこ

とができる。また環境そのものを変えていくことができる。人間はそ

ういうすぱらしい能力をうまれてからしぱらくの成長期間の申で身に

つけていくことができるんだということを前の時聞には言いたかった

のです。

　今日の時間は，さらにもうひとつ見方を進めて，確かにそういうす

ばらしい能力を身につけていくことができる人間だけれども，はたし

て人間がうまれたままの状態でほっておかれたら，本当に健全な形で

こういう人間のすぱらしい能力というものが発達していくだろうか，

そこを今日は考えてみたい。その点についてみんなの意見を聞かせて

ほしいのですがどうですか。岩橋くん。

　人聞が放置された場合は，赤ちゃんだったら何もできないから死ん

でしまう。他の動物の場合だったら生きていける可能性もあるわけだ

けれど。

　まあひとつは確かに，人間は本能的行動ができないから自分でえさ

をさがすことができないで死んでしまう。それはひとつ言えると思う

んですけれど，今日考えてほしいのは命がなくなってしまう事とは別

の事で，それはちょっと置いておいて，命がずっと続きうるとして，

人間が成長していくと本当にちゃんとこの前の時間に習ったような，

人間だけがもちうる能力を身につけていく事ができるだろうかという

ことなんです。それじゃ木村君どうですか。

　やっぱりまわりからの影響があると思う。それで赤ん坊が人間らし

く成長するためには，母親とか囲りの環境から言葉や道具の使い方を

教えてもらう必要がある。

　まわりの人から教えてもらわないとうまく成長できない。なんかそ

ういう具体例を知っていますか，今の木村君。

　あまりよくわからないのですが，さる少隼というか野生のさるに育

てられた少年がみつかって，人間らしい生活をさせようとしてもうま

くいかない。野性に帰ったというか……。

　人間が野性に帰ってしまったということですか。

　それで最終的にはもとにもどれない。そしてなんにも人間らしい生

活はできない。

　なるほど，今具体的な例まで示してくれましたが，実は今日はです

ね，そういうことをもうすこしくわしくみてみようと思うんです。人

間がもし生まれながらにして人閻の申で育つことができなかった場

合，いったいどういうふうになっていくかということ。本当に人間ら

しく成長していくことができるのかどうかということですね。とよっ

とまたスライドを見ますから暗幕をしめてくだきい。

　え一っと，これはですね，今から約50年ほど前にインドのカルカッ

タの南方のゴタムリという村で2人のおおかみに育てられた少女がみ

つかったときの記録写真です。これを見つけたのはシング牧師という

教会の伝導師で，見つかったとき年齢はあまりはっきりしませんでし

たが，だいたい1才半と8才くらいでした。その後アマラとカマラと

いう名前をつけられて孤児院でくらすようになるわけですが，妹のア

マラは1年たたないうちに死んでしまいます。姉きんのカマラの方は

9年間ぐらい生活して17才まで生きるんですね。そして最後に尿毒症

という病気のために死んでしまうんです。（スライド1）この写真は

まだ孤児院に連れられてきて間もない頃で，夜になるとこういうふう

に扉の穴からですね，外の様子をうかがうということ。夜というより

タ方ですね。夕方のひじょうにきれいなタやけ，そういう景色がすご

く好きで，そういう景色になってくると何となく体がソワソワしてき

て，外に出ていこうかなあというような感じで穴からのぞくしぐさを

したそうです。　（スライド2）それからこれは食事の様子ですが，こ

ういうふうに両手をついてですね，手を全く使わないで直接口で食器

から食べていますね。両手がぜんぜん使えない例です。（スライド

3）これは草むらでにわとりが死んでいるのを見つけて，その内臓を

食べている様子です。これはまたあとで詳しく資料を見ていきますけ

れど，非常に遠くに死んでいるにわとりのにおいをものすごく鋭い鼻

でかぎつけてですね，走っていってこういうふうに内臓をたべている

わけですね。（スライド4）それからこれは，だいぶ人間の生活に憤
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　　れてきてシング牧師の手からビスケットをもらっているところです

　が，これも手を使わないで1コでとっていますね。まあこのようになん

　　とか人間になじめるようになってきた頃の写真です。（スライド5）

　　これは木にのぼっている様子ですね。（スライド6）それからこれは

　　眠っている写真です。人間だとこんなに重なりあってねるととても気

　　持が悪くてがまんできないけれど，この2人はねるときはいつもこん

　　なふうに重なってねたそうです。確かに犬の子なんか体を寄せあうと

　　かえって安心してねむるということがあるようですが，そういうとこ

　　ろは全くよく似ていますね。（スライド7）これはようやく両足で立

　　てるようになった時，初めて立った時の写真です。だいたい3年くら

　　いしてやっと両足で立てるようになりました。（スライド8）これは

　　もう服なんかを着て，かなり人間の生活になじんできた頃の写真で

　　す。これで終りです，また幕をあけてくだきい。

　　（資料を配布する）資料が2枚ありますか。今スライドで見たのです

　　が，スライドだけではあまり事実が詳しくわかりませんので，今度は

　　この資料ですこしみていきます⑪それではまず，この2人がつかまっ

　　た時の様子をちょっと読んでください。坂下きん。

P8　「つかまったときの様子」を読む。

T9　はい，そこまででいいです。ここでは，とらえるときにふつうのお

　　おかみよりも人閻の子どもの方がはるかにおそろしい形相をして，非

　　常に狂暴であった。それを布をかぶせてとらえたといったようなこと

　　か書かれています。それからつぎのつかまった当時のこの子達の身体

　　的な特徴を読んでくだきい。若槻君。

P9　「身体的な特徴」を読む。

T10はい，そこまででいいです。それでは小川君，次に目のところを読

　　んでください。

P10資料を読む。

Tユ1はい，それではその次，暗やみでの視覚というところ。

P11資料を読む。

T12はい，それからですね，ちょっととぱして興奮というところ。

P12資料を読む。

T13はい，耳と聴覚のところ。

P13資料を読む。

T14それからもう少し，裏側の食べ方のところ。竹下君。

P14資料を読む。

Tユ5はい，それから寒さ暑さの感覚のところ⑪

P15資料を読む。

T16はい，どうも。ここまででかなりくわしく当時のこの子たちの様子

　　が書かれているんですけれども，前の時間に学習した人間独自の肉体

　　的特徴というものがこの2人の女の子の場合にはどういう形で現われ

　　ているか。むしろまあ動物に近い形で現われているのですが，どうい

　　う点が動物に近いと思ったか。ちょっと何人かの人，これを読んだ感

　　想をまじえて発表してください。岡さん。

P16えっと，もう読むことみんなすごいというかおどろいているんです

　　けど，夜になるとよく見えるとか，非常に興奮すること，鼻がよくき

　　くこととか，食べ方でもぜんぜん手をつかわないところなんか，本当

　　の動物みたいで，暑さ寒さの感覚もなくて人間とは考えられないよう

　　な事をしているので非常におどろいています。

T17はい，まあ非常に追カがありますね。人間も環境によってこれほど

　　まど変わるのかとおどろかされるのですが，その申でも今言ってくれ

　　たように，夜申になると目が青色にぎらぎら光る独特の光線を発する

　　ようになるというのは，ふつうの人間の場合は絶対考えられないので

　　すが，住む環境によっては，非常に動物に近いような特色が人間でも

　　現われてくる。まあもっともおどろくべき例のひとつだと思います。

　　それからもう1人，原君。

P17　もとうまれた時は人間らしい体をしていたと思うんですけども，や

　　っばり環境によって人間も野性にもどるというか，環境が一番動物に

　　とっていろんな変化をもたらす重要な要素であるということ。

T18なるほどね，そういう事をちょっと次に聞こうと思ったんだけど，

　　まあそういう事で非常に動物に近かったということがわかると思いま

　　す。特にカマラという女の子の場合は8年間生きているわけなんです

　　が，それ以後どういうふうに変化していったかという事なんですね。

　　それについてひとつだけ例をあげておきたいと思うんですが，もうひ

　　とつの資料の知性，理解力がどういうふうに進歩したかというところ

　　をみてみましょう。佐藤さん，読んでください。

P18　「知性（理解力）の発達」を読む。

T19はい，ここまででいいです。結局この子達はどういうふうに変化し

　　ていったかというと，さっきの写真でも見ましたように，3年ほどし

　　て立てるようになった，そして手をつかってちゃんと食べるようにな

　　りました。それから4，5年して，喜び悲しみという自分の心の動き

　　を表現するようになり，そして死ぬまでに言葉はどれくらいしゃべれ

　　るようになったかといいますと，非常に簡単な単語のようなものを45

　　しか使うことができなかったということです。そして知性が発達した

　　といっても，色を見分けるようになったとか，人の名前でうなづいた

　　り首をふったりするようになる程度で，結局3才半ぐらいの子と同じ

　程度の知能までしか発達しなかったといわれています。こういうとこ

　　ろから，今日みんなに聞きたいことは，人間にとって前の時間に示し

　　たような人間独自の体の特色は，本当はおおかみに育てられた少女の

　　場合もふつうの人間の場合も基本的には同じはずなんですけど，現わ

　　れ方が全くちがう，もちろん文化的行動様式はぜんぜん身につけてい

　　ない。そういう点で，人間が健全な形で本当に人間の能力を身につけ

　　ていくためにはどういう環境が必要なんだろうかということを考えて

　　ほしいのです。さっきの人も言ってくれましたが，もう少し他の人に

　　も聞いてみよう。え一っと，佐藤さんどうですか。

P19この子達はやっぱり今まで他の人間に接する機会というものがなか

　　ったからだと思います。だから動物みたいな生活をするようになっ

　　た。けれど知性の発達のところを読んでみると，そんな野性的な生活

　　をしている人でも，人間の申で生活していれば時間がたてば，少しず

　　つ人間に近づいてくるということがあると思う。そういうところから

　　みると，今まで眠っていた人間的なものが生きかえるためには環境と

　　いうものが大切なんだと思う。

T20なるほど，今ひとつ大切なことを言ってくれました。特に後の方で

　　言ってくれた事なんですが，今までは人問のこういう能力が眠ってい

　　たのではないか。それが人間的な環境で生活することによって，少し

　　ずつではあるけれども現われてきたのではないか。だから，もっと長

　　く生きていればもっと人間らしくなっていたかもしれないといったよ

　　うなことですね。この人達がもっと長く生きていれぱどこまで人間に

　　なりきることができただろうかという事についても考えてほしいんで

　　すが，今たずねているのは，社会的な環境とのかかわりでどういうこ

　　とがいえるかということですね。だれか他の人，手を上げてでもいい

　　んですが西尾君。

P20さっき言われたのですが，人間というものは，まわりの環境に影響

　　されて生きていくものだと思う。まわりの環境が動物であれは動物の

　　ように生きていくし，人間ならは人間のように生きていく。他の動物

　　のように生まれながらの本能をもっていないので，少しはもっている

　　と思うんだけれど，人間としての成長は，人間の申で生きていかなけ

　　れは出てこないと思う。杜会的ってどういうことかはっきりわからな

　　いんですが，やはり人間の申でないとそういう特徴は現われてこない

T21はい，直立できるとか，両手を自由に使える，また親指をうまく使

　　って細かな作業をすることができるというような肉体的な人間独白の

　　特色，そういうものでさえも人間の申で生活していないとぜんぜん生

　　きてこないといいますカ；，人間としての能力をもつことができないと

　　いうことです。逆に人間の場合は，他の動物以上に学習能力というか

　　環境にあわせて行動を作っていく力が強いので，むしろ他の動物の場

　　合なんかよりもずっとすぱらしいというか，ふつうの動物以上に動物

　　的なものになっていく可能性さえあるということですね。

　　　そういう意味で，人間が本当に人間らしい高度な生活を行なうこと

　　が可能になったということ，そのためのカを身につけることができた

　　ということは，やはり人間が適切な杜会環境の申で他の人間の影響を

　　うけ，知らず知らずのうちに人間としての行動様式を習得してきたか

　　らだということができます。つまり人間の成長にとっては，杜会的環

　　境というか杜会的刺激，そういうものがなくてはならないものだとい

　　うことです。もしそれがなかったら，いかに素質が優れているといえ

　　ども，全く他の動物と同じように野性化してしまうということがわか

　　ると思います。それからもうひとつ，さっき佐藤さんが言ってくれま

　　したが，この子達が17才で死んでしまわずに，せめて30才でも40才で

　　も生きていたなら，はたしてふつうの人間と同じようになりえたかど

　　うかということですね。ちょっとみんなの意見を聞いてみたいんです

　　が，佐川君どうですか。

P21え一と，17才まで生きたということですけど，一応この17才までの

　　段階では，だいぶ理解力というようなものがでてきて，だんだんと人

　　間の生活に憤れてきたというところまでいって死んでしまったんです

　　けど，もしこれから20年か25年か生きたとしても，ぼくは，完全には

　　人間の生活にもどることができなかったと思います。

T22なるほど，ある程度までは人間らしくなるけれども，完全にふつう

　　の人間と同じようなところにまではいかないんじゃないかということ

　　ですね。まあ，これは実際生きていなかったわけですから推測する以

　　外にないんですけど，そういうことはできないということですね。そ

　　れはどうしてですか，さらに理由。

P22やっばり動物でも人間でも，自分が小さい頃に覚えたり身につけた

　　りしたようなことは，それからもず一っと自分の申で成長していく

　　し，iこのカマラとアマラの場合は，8才のときに見つかったといわれ

　　ますが，それまでず一っと動物の環境の中で生きぬいてきたのだか

　　ら，やっぱり動物の性質がいつまでも残るのではないかと思います。
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T23うん，なるほどね。だれか他にありませんか。いろんな人に言って

　もらいたいんだけれども，ちょっと時間の関係もありますので……。

　　今言ってくれたように，やはり2才とか3才，4才，そういった頃

　に身につけてしまった行動様式というのは，それ以後どれだけ時間を

　かけてもなかなか消えさってしまうものではないということ。特に2

　才から5才というのはひじょうにすごい学習意欲，学習能カをもって

　いるので，その時の環境は人間を形づくるうえできわめて大きな影響

　をもっている。そういうことから考えると，まあそれ以後いくら長く

　生きていたとしても，本当に他の人間と同じようにはなりえないんじ

　ゃないかということ，そういう気がするんですね。これらのことから

　考えると，こういう杜会的環境とか刺激というものは，人間が成長し

　ていくためになくてはならないものだということができると同時に，

　そういう環境も，この子達のようにあまり大きくなってしまってから

　与えられたのでは，もう役に立たないんで，できるだけ早い時期にそ

　ういう杜会的環境の申に入れられないと人間は人間らしく育たないと

　いうことができるんではないかということですね。それで，これまで

　いってきたことは，いったいわれわれにとって家族というものはどう

　いう意義とか役割をもっているんだろうかということを考え直してみ

　るための前提であったわけですねgそれでこの3時間でやらてきたよ

　うなことをよく頭に入れてあしたからは家族というものを考えていき

　たいと思います。

　皿　授業実践の検討

　1　家族についての授業則の生徒の認識

　実験授業を行なう前に，1．他の動物とくらべて人間は

どのような独自な特性や能力をもっていると思います

か。2．われわれにとって家族はどのような役割を果して

いると思いますかという間いで事前テストを行なった。

これは診断的評価ともいうべきものであり，学習前の生

徒の認識がどのような実態になっているかを的確に把握

することによって，今後の授業を展開していくうえでど

ういう点に注意すれぱよいかを知るためのものである。

人間と動物との違いについては，歴史の授業で習ったと

いうこともありかなり多くの生徒が，火を使う，言葉や

文宇を使う，道具を使う，知能が発達していて考えるこ

とができる，二本足で直立できる，手足が器用である，

感情が豊かで細やかである，未来について考えることが

できる，他の動物を利用することができる，洋服を着

る，発明発見をする，協力しあって生活する，自尊心や

良心があるなど多様な項目をあげることができた。しか

しこれらの雑多な答えの中に見られる問題点は，人間の

特性を個々ばらばらに羅列するだけで、それぞれの特性

を何らかの観点から互いに関連づけて統一的に説明して

いる生徒がほとんどみられないということである。ま

た，それぞれの特性についてどれくらい深く理解してい

るかという点にも疑問がもたれるような簡単な説明が多

くみられた。人間独自め特性は，最も根源的には2本足

による直立歩行から出発して手の機能の分化と脳の発達

の柏互作用を生み，これらの肉体的特色をふまえて言語

や文字道具の使用といった高度な文化的能力の獲得が可

能となったわけである。われわれは，これらの羅列的な

生徒の認識を具体的な証拠によってうらづけられたより

確かな知識へと高めていくと同時に，杜会的存在として

の人問の本性という観点から相互に関連づけてとらえさ

せ，さらに家族生活の意義と役割について探究するため

の基本的視点にしたいと考えた。

　また家族の意義と役割については，やすらぎの場所，

だんらんの場，疲れをいやし緊張をほぐしてくれる，お

互いが助け合う，自分の考えを生む土台，人間が生活し

ていくために大切なもの，血のつながりのある一番身近

な集団などの答えが多かった。これらの答えの特色とし

ては，前者の場合と同じように羅列的分散的なとらえ方

しかされていない，非常に一般的抽象的な言葉を使った

説明が多い，家族の機能を情緒的感覚的な面からとらえ

ており，そのために家族構成員の心情的な結びつきの強

さについての指摘が大部分で，教育的機能や経済的機

能，世代の再生産の機能などについての指摘がほとんど

見られなかったというような点をあげることができる。

日常生活の経験からのみ家族をとらえようとする際の限

界がここにあらわれているといえよう。このような状況

をふまえて家族の機能については，教育作用を申心にそ

れとの関連で心理的な結びつき，経済的活動の機能を構

造的にとらえさせ，さらにそれを人間の独自性について

の認識と結びつける申でもう一度家族の意義をみつめ直

させ，今までは気がつかなかったいわゆるよわよわしい

姿でうまれてくる人間を杜会の中で自立できる強くたく

ましい存在につくりかえていく場としての家族の意義に

気づかせることを，本小単元の究極的なねらいとするこ

とにしたわけである。

　2　授業後におげる生徒の認識の変容

　6時間の授業が終了した後，1．人間は他の動物とくら

べてどんなところがどのように違うことがわかりました

か。2．現在のあなたにとって家族とはどういうものだと

いうことができますか，特に最初の3時間の授業で学習

したことなどをふまえて書いて下さい。3．イスラエルの

キブツでは親が子どもを育てるのではなく国や共同体が

やとった保母さんが青てていますが，こういう形での子

どものしつけをどう思いますか，うまくいくかいかない

かまたそう考える理由も書いて下さい。4．「人間杜会と

家族」の6時間の授業について感想を自由に述べて下さ

いという問いで事後テストを行なった◎つぎにいく人か

の生徒の事前と事後のテスト結果を比較するなかで，授

業による認識の変容について見ていくことにしたい。
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　多久和哲　　事前→事後

1．人間と動物のちがい

つぎの3つのことが昔か

ら人間が発展してきた理

由である◎

1驚：る／1鴛

代の社会

まで発展

した。

↓

2．家族とは何か

まとまりのわくを考える

とまず自分の上には家族

というわくがある。よっ

て自分の考えを家族で話

したりして自分が生きて

いく上でとても大切なも

のである。

↓

物と違っている点だと思
う。

　深貝由子　　事前→事後

1．人間と動物のちがい

火，言葉，道具を使う。考

える事ができる。感情が

細かい。文明をもつ。芸

術がある。知能が発達し

ている。創造性がある。

進歩する。

↓

2．家族とは何か

互いにくつろぐ場

生活で協力する

精神的つながり

休養

人間としての互いの進歩

人間は他の動物のもって

いる本能とはちがって新

しいものを生み出す能力

をもっていて，脳が発達

し手が使える（物がつか

める）ことから，火を発

見して料理を覚えたり道

具を発明したりした。ま

たそういうことから，知

性と学習をとおして人間

だけの文化というものを

作り上げることができた

毎日の生活は家庭を単位

として営まれていること

から，家族は日常の経済

生活の単位であり，また

身心に休養を与えるしお

互いに助けあって生活し

ていかなければならな

い。それに子どもを教育

する場でもあり，もっと

も基礎的な集団である。

　佐川俊文　　事前→事後

1．人間と動物のちがい 2．家族とは何か

↓
本能をごくわずかしかも

たず，まわりの環境によ

って進歩していく。だか

ら環境によっては狼のよ

うにもなる。文化によっ

て他の動物にはない強い

力と限りない可能性をも

つ。ひとりでは生きてい

けないが，家族，杜会な

どの集団の中で生活しど

んどん進歩していく。

家族によって何もできな

い赤ん坊からここまで育

てられてきた。またこれ

からもいろいろと学んで

いく。杜会的なしつけ基

本的なルールなどを学ぶ

場で互いの愛情で強く結

びつきあっている。収入

などで助けてもらってお

り，ひとりの人間が成長

していく上でかけがいの

ない大きな役割をもつ。

　田中裕子　　事前→事後

1．人間と動物のちがい

まず人間は白分1人では

生きていくことができず

互いに関係しながら生活

している。集団の申で白

分の能力を十分発揮する

ことによって杜会を作っ

ている。

↓

家族はたがいに助け合い

協力して生活していく上

で必要なものであり，仕

事などを終った後，生活

に楽しさとゆとりを与え

てくれる。

↓

2．家族とは何か

禽言葉を使う⑧道具を使

う⑧歩くことができる・

頭で考えることができる

⑧手と足が使える⑧指が

動く⑧字が書ける⑧感情

理性などを表現できる。

人間はうまれた時は大変

弱い生き物であるが，他

の動物（さるなど）の持

っている生きようとする

力（本能）の代わりに頭

脳の発達で現在の姿があ

るのだと思う。人間は火

を使うことにより寒い冬

に耐え，暗い夜を自分の

ものにし，言葉を使うこ

とによって互いに協力し

あった。そして道具を発

見しそれをうまく使いこ

なしていることが他の動

家族は生計をたてるとい

う面でも，互いに協力し

あって生活をしていく面

でも人間にとってなくて

はならない集団だと思

う。また人間が育ってい

く上で，親の愛情や家庭

の零囲気など自分をとり

まく環境が大きな影響を

与えるので，家族という

集団はなくてはならない

ものだと思った。人間は

環境によっては動物にも

なりかねない。

↓

⑧心の安らぎ

⑧生きていくための伸間

⑧人間として生きていく

所

⑧ストレス解消に役立つ

人々

亀心がそのまま表現でき

る一信頼

↓
人間は動物とちがって二

本足で歩く。だから両手

が使えるようになって道

具やその他いろいろ便利

に進化していった。それ

に人間は脳が大きいので

言葉やなんかいろいろ使

えるようになった。例え

ば子どもの育て方にして

も，人間は言葉や両手を

使っていろんな事を教え

るので，心が結びあった

りしつけがうまくいった

りしているけれど，さる

心の安らぎだと思うし，

今のように文字や言葉を

知るのも両足で歩くこと

ができるのも家族がいた

からで，もし家族がいな

かったらさるみたいにな

ってしまうか死んでしま

うかそのどちらかだと思

う。家族は愛情をもって

しつけからなにから一人

前になって独立していく

まで大切に人問を成長さ

せてくれる。そしていっ

しょに成長していく伸間
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など他の動物は言葉もな

んにもないからほっぼり

だして育てる。赤ちゃん

の時はさるのほうが強い

し丈夫だし早く独立する

けれども，いつまでたっ

ても赤ちゃんの時と能力

がたいしてかわらないこ

とからもわかると思う。

だと思う。さるのように

その日のえさはその日に

とるみたいな生活ではな

くて，ちゃんと父親が働

いて生活が安定している

ということは、家族とは

経済的な面でも協力して

いる集団であると思う。

　ここに典型的な事例として示した4名の生徒の授業前

から授業後への認識の変容は，基本的には他の生徒にも

ほぼ共通しているということができる。そこにみられる

ひとつの特徴は，授業後には授業前よりも新しい視点，

より多くの視点から人間や家族の特性について考えるこ

とができるようになっているということである。この傾

向は，家族とは何かについての答えにより明確にあらわ

れている。多久和くんは，授業前はかなり表面的で家族

の機能についてほとんど何ひとつ指摘することができて

いないが，授業後には経済的単位，くつろぎの場，教育

的作用という3つの観点から家族の機能を説明すること

ができるようになっている。佐川くんもいこいの場とい

うことの外に，授業後には経済的側面からも家族の機能

を説明することができるようになっている。同じく深貝

さんと田中さんも，授業前はやすらぎの場としてしか家

族をとらえることができなかったのが授業後には杜会的

なしつけの場，経済的に協力しあって生活していく場と

してもとらえることができるようになっている。

　もうひとつの特徴は，授業前には人問と動物のちがい

や家族とは何かという問いに対してきわめて羅列的分散

的にしか答えていなかったのが，授業後にはそれらをか

なり論理的に関連づけてとらえることができるようにな

っているということである。これは深貝さんと田中さん

の場合にきわめて顕著にあらわれている。両者とも事前

テストでは箇条書きの形でしか答えていないが，事後テ

ストでは長い文章で説明している。これは決して教師が

指示したわけではなく，授業後にそれだけ書きたい内容

がうまれてきたためである。内容的にも深貝さんは，授

業前は人間の知的側面についての特性を羅列しているだ

けであるが，授業後にはそれらを関連づけて，本能に拘

束されない環境への適応力の大きさつまりは社会生活の

中での文化的能力の獲得としてとらえ直し，ここに他の

動物にはない人間独自の限りない進歩の可能性がうまれ

ることを指摘している。田中さんも，事前では思いつき

をむぞうさにただ数だけやたらと多くならべたてたにす

ぎなかったのが，事後では直立歩行という最も根本的な

人間の肉体的特性からはじめて手の発達による道具の作

製タ脳の発達による言葉の使用，そこから可能となる高

度な育児の様式という形で，人間の特性をかなり体系的

にとらえることができるようになっている。

　さらにもうひとつの特徴は，授業前においてすでに人

間の特性についてある程度進んだ理解をもっていた生徒

も，授業後にはさらにその内容を質的に深めることがで

きているということである。多久和くんは人間と動物の

ちがいを最初は火と言葉と道具を使うという文化的能力

の面だけからとらえていたが，授業後にはそれを本能的

行動様式にだけしばられないで手と脳の発達という人間

独自の特性を活用して新しい行動様式を後天的な学習に

よってつくりだすことができるからであるというよう

に，その前提となっている肉体的特色をもふまえて説明

するところにまで到達している。また佐川くんの場合

は，最初から人間は集団の申でのみ自分の能力を十分に

発揮することのできる杜会的存在であるというかなり抽

象度の高い理解を示していたが，授業後には，その社会

性についての認識を人間のうまれつきのひ弱さとそれを

カバーするための火や言葉といった文化的武器の共有の

必要性という形で，一層その理解内容を幅のあるものに

しているということができる。

　ここに示した授業前と授業後のテスト結果の比較はき

わめて限られた数のものであり，けっしてこれをもって

すべての生徒の認識の変容を把握しているということは

できないが，一応今回の一連の授業は，他の動物にはな

い人間独自の特性という観点をふまえてあらためてわれ

われにとって家族とは何かを問い直し，これまでに生徒

が日常生活の中で獲得していた家族生活についての常識

的な認識を一歩前進させるという，初期の目標をある程

度達成することができたということができるように思わ

れる。

　3　授業についての生徒の感想

　われわれが今回の実験授業で意図していたことのひと

っは，比較種族的・比較文化的な内容構成と概念探究学

習の論理にもとづいた授業展開という2つの内容構成原

理が，現実の授業実践の場面でどの程度の有効性を発揮

しうるかを検証してみるということであった。前にも述

べた通りこれら2つの考え方は現在のアメリカ新社会科

の中で大きな注目を集めている内容構成理論であり，こ

れがはたしていろいろな点で条件の異なるわが国の児重

生徒にどの程度適用することができるかを知ることは，

今後の杜会科の教科課程のあり方を考えていく上でもき

わめて重要な課題である。そこで以下では、これらの点

についての授業後の生徒の感想について見ていくことに

したい。まず比較種族的。比較文化的内容構成に関する

感想としてつぎのようなものをあげることができる。

ア　比較文化的内容構成について

。私は今までこんなにしんけんに家族について考えたこ

　とがありませんでした。今自分の家族を見てみるとな
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　んか今までとちがったような考え（親は愛情と信頼を

　子に注ぐ）になっていて，てれるような気がした。た

　だ親は子を育てる義務があると当然のように私は思っ

　ていましたが，もっと家族というものは人間にとって

　なくてはならないものだと思う（精神的にも）。（女）

・当初は，杜会科の授業なのに進化論のようなことをや

　ったりしてずいぶんおかしいことをするなと思ってい

　た。しかし3時間くらいやるうちに，だんだんと大学

　の先生のやられることがわかってきた。少々むずかし

　かったが実に興味のある授業だった。またあらためて

親のありがたさを痛感した。（男）

。今まで家庭家族について深く考えていなくて，授業を

　受けていてこんなこともあるのか，こんなこともある

　のかともう一度思い知らされたり，日本の家庭が他の

　国にくらべておとっているように見えたり，一時間一

　時間おどろいたりしていました。また狼に育てられた

　アマラとカマラの話を読んでみて，人間というのは小

　さい頃の環境によって変化していくものなんだなと思

　ったりした。この6時問の授業で他の人の家族と比べ

　ることもできたしよかったと思った。（男）

・授業に入る前は，どうせわかっていることをやるのだ

からつまらないと思いがちでしたが，案外わかってい

ない所がありました。とても勉強になったと思いま

す。特に狼少女の所が印象に残りました。（女）

・r家族」というものを非常に深く追求したので，非常

に深みがあってよかったと思う。しかし，理解しにく

い面も年齢のせいかかなりあった。が家族というもの

を見つめながらr自分」というものの認識も同時にで

　きた気がする。（男）

。私の家は3人家族で他の家とくらべて教育などに関し

てはきびしい方で，私はあんな家族は本当の家族では

ないと思う時があります。がこの授業をうけた時，家

族の重要さをあらためて思いしらされました。家庭が

どんなにきびしくてもだんらんがあれば，子どもはい

い方向に育っていき明るい子どもになると書いてあり

ました◎家族というのはやさしいことだけではなく，

きびしさもいるということがよくわかりました。（女）

・私は父が家に給料を入れてくれることをあたりまえだ

と思っていましたし彼らが私に教育するのもあたりま

えだと思っていました。ところが今授業を終ってみて

　もし彼らが私に対して何の教育もしなかったらと思う

と大変，親のありがたさがわかりました。家族とは大

切なものだとほんとうにわかりました。（女）

。文化という生物の生活でもっとも高度な要素をバック

アップとし、からだはひん弱であっても頭をつかい家

族という集団を形成して生きている。人間をすばらし

いものと思い，不思議にそして神秘と思う。（男）

。人間における家族の重要さがわかった。疑問・カマラ

　やアマラがもっと長生きをしていても本当に人間その

　ものになれなかったのだろうか。もともと人間なんだ

　し，赤ん坊と同じでまわりの環境しだいで何とかなっ

　たのではなかろうか。8年のブランクをなくせるので

　はなかろうか。芦ともとまわりの環境に順応できる生

　物だから人間らしくなれたと思うが。（男）

　これらの感想文からもわかるように，多くの生徒が他

の動物や他の文化と比較・対照するなかで自分白身の家

族の意義を再認識している。特に狼に育てられた少女た

ちとの比較やエスキモーの生活との比較が印象に残った

ようである。また外国の家庭のしつけと比較するなかで

きびしさの必要性を理解できた生徒もいた。すべての教

材にこのような比較学習が万能性を発揮することができ

るかどうかは別問題として，公民的分野の導入単元であ

る家族生活の学習ではきわめて効果的であるということ

ができるように思われる。

イ　概念探究学習について

　また概念探究学習に関する指摘をしている感想文とし

てはつぎのようなものをあげることができる。

・たくさんの資料と説明により；かなり深く具体的な勉

　強ができてよかったと思う。教科書だけではなく，他

　の資料によって深く理解する勉強方法も楽しいものだ

　と思う。（女）

。初めの3時間はなんでこんなことをやるのかと思って

　いた。しかし今になってみると，あれほどの資料がと

　ても役立ったと思う。もう少しわれわれ白身の家族に

　ついて考えてみてもよかったと思う。（男）

。「人間杜会と家族生活」のところで「人間社会」の方

　はよくわかりましたが「家族生活」の方はわかりにく

　いところもありました。それは，黒板にあまり書いて

　くれなかったので先生のいわれることがノートにうつ

　しきれなかったからです。プリントやスライドなどで

楽しく授業ができたと思いました。（女）

。先生の授業はとても専門的で，一つのことについても

深くはいってよかったと思います。プリントが多くわ

かりやすい授業でした。（男）

。資料などがおもしろく，あらためて家族の重要さが認

識できた。とくに狼少女のところがかわいそうでつく

づく自分の幸福をかんじた。（女）

。すこしたいくつなところもあった。しかしブリントな

　どの内容はおもしろかった。すごく遠まわりをしたよ

　うだが家族というものがよくわかった。（女）

。おおかみ少女のことですが，まだ何となく信じられな

いくらいなんですけど，だいたい人間のつくりなどみ

んな同じだと思いますが，夜になると目が光るとか何

十メートルも先にあるにわとりのにおいがわかるなど

人間にはありえないことなんですけれど、やはりうま

れた時からのまわりの環境でそうなってしまったんだ



今谷順重・安部 登客安立 良⑤曽田満子 35

　から，今私達はこうして生まれた時から家族の申で育

　ちお互いに信頼と愛情をもって生きているので幸福に

　思っています。（女）

・いろいろとたくさん資料があって読んでいるとおもし

　ろかった。内容はわかりやすかったけれどいつもみん

　な指名されて発表してばかりで，もう少し時間があれ

　ばみんな自主的に発表したのではないかと思う。（女）

。今までの授業によっていかに家族が大切なものかとい

　うことがわかった。今までこんなに家族というものが

　人間に必要だということはあまり考えていなかった。

　ところでぼくは，この授業のはじめなぜさるの子ども

　のことなどをやるのか不思議だったが，今になって人

　間とさるの家族に与える影響の違いをやっていたとい

　うことがわかった。それにたくさんのプリントの中に

　は，ぼくの興味をひくようなことがいっぱい書いてあ

　ってとても参考になった。（男）

。先生がひとりでしゃべって教えるのではなく半分近く

　僕らの意見を聞いてもらったのはいいことだと思う

　が，先生の言うべき答えがすでに決まっていて，こち

　らの意見をあまり取り上げてもらえなかったように思

　えた。今僕らが受けている授業では黒板にまとめて書

　いてもらっているが，この授業ではそれがなかったの

　でノートするのが非常につらかった。だけどほんとう

　はこの方がよくのみこめるのかもしれない。（男）

。もっとこちらからもしゃべれる授業がよかったような

　気がします。先生が違うせいか自主的に意見を出せな

　かったことが大変残念であった。（女）

　これらの感想文からいえることは，ひとつは資料の選

択と提示が比較的効果的におこなわれたということであ

る。資料を効果的に活用することによって単なる思考の

ための素材としてだけでなく，学習に対する生徒の興味

関心をも飛躍的に高めることができるという考え方は，

スライドを含め資料がわかりやすく授業が楽しかったと

いう生徒の感想によって一応裏づけられているといえよ

う。しかし，自主的に意見がだせなかった，教師が生徒

に期待している答えがすでに決まっていて，生徒の多様

な意見をとりあげてもらえなかったというような指摘に

もみられるように，発間の機能の効果的な利用という点

では間題があるということができる。また，ほんとうに

ひとつのことに深くはいりこんでいってよかったといえ

るかどうか，それぞれの授業の大きな流れについて仮説

と検証のくりかえしというパターンがどの程度反映され

ていたかをより厳密に分析してみる必要があるように思

われる。

　w　今後の課題

　今回の授業実践を授業者としての教師の立場から見た

場合，これまでの理論的枠組だけではとらえきれない様

々な新しい問題に直面する貴重な体験となったというこ

とである。豊富な資料を限られた時間の中で使いこなす

ことのむつかしさを痛感させられたのもそのひとつであ

る。資料から何を理解させるかを教師がよほど明確にお

さえていないと，資料の説明だけでたちまち時間が経過

してしまい，説明したものを素材にしてじっくりと考え

させる場面がなくなってしまうのである。教師が資料に

とらわれすぎたりたよりすぎたりしていると，資料にふ

りまわされて授業の焦点がぼかされてしまうことにもな

りかねない。また生徒自身もまだこのような資料の利用

になれていないために，せっかく資料を読んでも，事実

を正確にとらえそれをふまえて討議を進めていくという

ことがうまくできない。資料の中味とかけはなれた抽象

的観念的なやりとりが多く，資料を読む際に大切な所に

は線をひかせるなど，資料を十分に読みこなしほんとう

の意味で適切な思考の素材とすることができるよう，細

かな指導が不可欠であることを強く感じた。

　また発間についていえば，教師が問いかけることによ

ってできるだけ生徒の発言をひきだそうと努力している

点は生徒からも読みとれたようであるが，教師が飛び入

りであったり発間の仕方に不慣れであったりして，発問

の本来の効果が発揮できなかった。そして感想文でも見

られたように，教師が生徒の意見を求めるのはよいがそ

れが機械的になりすぎ，子どもの自主的な発言をさまた

げる結果にもなった。また問いに対する答えをすでにこ

ちらで用意してしまっているために，こちらの期待に反

した答えを無視することになり，あらかじめ決められた

授業の流れにとらわれすぎる傾向があった。発問をする

場合にも，実際の授業で生じた新しい事態に対して臨機

応変に対応できるだけのゆとりと柔軟性が必要であるよ

うに思われる。さらに，発問をしても生徒からおもわし

い答えがでてこないとすぐに教師自身が答えを出してし

まう場面が多く，結果的にはかなり講義的な授業になっ

てしまった。生徒からの答えをあきらめずに発問を根気

強く積み重ねることによって，子どもを答えへとおいこ

み答えに対する生徒の白主性をつくりだす努力が大切で

あるように思われる。また，発間を単に教師から生徒へ

の一方的な間いかけとしてのみ位置づけるのではなく，

生徒から教師へ，生徒から他の生徒へといったより多面

的な働きかけとしてとらえる必要がある。このような横

への広がりを意図的に作り出し多様な生徒の意見をぶつ

かりあわせるなかで，思考を質的に深めていくことも可

能であろう。このような多面的な配慮の不足が，授業記

録にもみられるような一問一答式の傾向の強い授業とな

ってあらわれているといえよう。

　仮説の設定とその検証のたえざるくりかえしによる授

業展開という考え方についても，すでに学習指導案を作

成する段階で気づいていたことであったが，ともすると
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このパターンを形式的に固定化されたものとしてとら

え，授業の流れをむりやりにこの枠組にあてはめていこ

うとする発想におちいりがちであった。何もないところ

から何か新しいものを生み出そうとする場合には，まず

こうした形式を適用してみるというのもひとつの効果的

な方法であるが，このパターンをあまり機械的にとらえ

すぎると，授業の流れを不白然でぎこちのないものにし

てしまう危険性がある。直観から論理へ，事実から概念

化へ，仮説からその検証へという杜会科学の方法を，杜

会を認識する手順として子どもに習得させることは杜会

科の授業として確かに重要な課題である。しかし即効性

を求めるあまりこれをあまり近視眼的にとらえすぎる

と，無計画な思いつきだけで授業を展開するのと同様に

かえって子どもの健全な思考の発達をさまたげる要因に

もなりかねない。もちろん，授業展開についての一般法

則を確立することは，効果的な授業を組織する上で欠く

ことのできない視点であるので，今後はこの仮説と検証

のパターンをもう少し柔軟で多様性のあるものとしてと

らえ，単に形式にあてはめるだけでなく，さらにはその

形式のうちこわし，形式ののりこえをも目標において，

授業展開の法則化を考えていく必要があるように思われ

る。

　しかし今回の実験授業は，われわれの内容構成と授業

展開に関する仮説を実際の授業として具体化し，そこに

含まれる間題点をも含めてその有効性を検証することが

できたという点できわめて有意義なものであった。結論

としては，比較種族的。比較文化的な内容構成はかなり

の興味をもって生徒にうけとめられた反面，概念探究学

習の論理については，実際の授業に即応したよりち密で

体系的なものにみがきをかけていくことの必要性が明ら

かになったということである。今後は，時間的な不足か

らここには示すことができなかったが，今回の一連の授

業を授業記録にもとづいてさらに詳しく授業分析し，そ

の結果得られた理論の修正をさらに新しい別の授業に適

用してみるという形で，一層きめの細かい授業論にして
　　　　　　　　　②
いきたいと考えている。

　そのためにはまず，授業の大きな流れを教師と生徒が

経験や資料を媒介として杜会事象を客観的合理的に認識

していく過程としてとらえなおし，この目標にむかって

どのように授業が構造化され焦点化されていったかを批

判的に実証することが大切である。さらにそのために

は，教師の発間と生徒の答えからなるいくつかの授業の

核が，仮説の設定とその検証という認識のメカニズムを

ふまえてどのような論理で展開されていったか，それを

たすける他の諸要因がどのように作用したか，また作用

しえなかったかを明らかにしなければならないが，これ

らについての検討は今後の課題としたい．

　　　　　　　　　　（注）

①　比較文化学習を内容構成の原理とした後半3時間の

　学習指導案および授業資料は，別の機会にあらためて

　掲載することとしたい。

②　より厳密な授業分析の方法としては，岩田一彦・申

　川平常他著　「社会科学習における概念的知識の習得

　に関する研究」『福井大学教育学部紀要1V教育科学

　（1皿）第26号』　1976年　や中村哲・森谷裕二著「杜

　会科教育における授業研究（I）一社会科授業実践に

　みられる杜会科教育の諸原理一」『秋田大学教育研究

　所研究所報第14号』昭和52隼　などのすぐれた研究が

　あり，今後はこれらを手がかりにしながらわれわれ独

　白の授業分析方法を確立していきたいと考えている。


